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コンピテンシー（ｃｏｍｐｅｔｅｎｃｙ）とは、特定の職務において優れた業績をあげ

ている者に共通してみられる行動特性のことを指す。日本企業においては、１９９０年代

以降から人事評価制度の一つとして導入されはじめ、現在においても、生産性を向上させ

る有効な施策として活用されている。

従来の日本企業では、職務遂行能力を基準とした人事評価が行われており、終身雇用制

度や年功序列型の賃金体系が一般的であった。しかし、成果主義への移行や知識社会の到

来により、従業員に求められる能力、そしてその能力を評価する方法についても変化の必

要性が生じるようになった。そこで、成果や業績への連動性が高いコンピテンシーが注目

されるようになったのである。

コンピテンシー評価では、実際にその職場において高い成果をあげるための業務プロセ

ス（ｐｒｏｃｅｓｓ）がモデル化されるため、被評価者にとっては理解しやすく、また、

高業績者の行動特性に倣うことによってアクションプランが立てやすくなるというメリッ

トがある。一方で、数値目標などの明確な基準が設定されないことや、評価者側の主観

的・作為的な評価が行われやすいというデメリットも指摘されている。コンピテンシーを

導入する際には、このようなメリット・デメリットを踏まえながら、有効に活用していく

ことが求められる。

近年、フリーズドライ（ｆｒｅｅｚｅ－ｄｒｙｉｎｇ）食品が注目を集めています。フ

リーズドライとは、直訳すると「凍結乾燥」であり、文字どおり、食品や食品原料を氷点

下で凍らせ、その状態のまま高真空下において水を昇華・乾燥させる技術です。身近に目

にするものでは、カップラーメンの「かやく」やインスタントコーヒーの粉末を製造する

際に利用されており、フリーズドライ食品は、アウトドア（ｏｕｔｄｏｏｒ）用の携行食

や災害時の備えとしても着目されています。

フリーズドライ食品のメリットとして、（１）処理の過程で熱を加えないため、栄養価

やおいしさが損なわれにくい点、（２）低温かつ真空での処理のため、酸化や雑菌による

食品の腐敗を防ぐことができる点、（３）多孔質に仕上がるため、水やお湯を注いだ際の

溶解性が高い点、（４）常温で長期保存ができる点などが挙げられますが、一方で、デメ

リットも表裏一体であることを忘れてはなりません。例えば、（１）については、熱によ

る大きな影響は受けないものの、凍結や乾燥の過程で食感や色が変化する場合があり、ま

た、（３）については、多孔質であるがゆえ、一度密封状態が解かれると吸湿しやすく、

酸化が進みやすい点がデメリットとして考えられます。

フリーズドライの技術は、インスタント食品や携行食、保存食の製造にはもちろん、宇

宙食の開発や、輸血用の血液の運搬にも利用されています。今後も、技術の発達に伴って

より幅広く応用されることが期待されています。

保存ファイル名：ドリル１ＰＡ

保存ファイル名：ドリル１ＰＢ

それぞれのパターンにおいて、新規文書を作成し、次の＜仕様＞に従って文字の入力を行いなさい。 

＜仕 様＞ 

１．１行の文字数は、４０文字に設定し、それ以外の設定は規定値のままとすること。 

２．任意のフォルダに、各パターンで指定するファイル名で保存すること。 

文字入力 
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それぞれのパターンにおいて、新規文書を作成し、次の＜仕様＞に従って文書を作成しなさい。

＜仕 様＞

１．印刷面の余白は、上下左右それぞれ２０ｍｍ程度に設定すること。

２．１行の文字数は、４０文字に設定すること。

３．□印は、１行あけることを意味するものとする(□印は、入力しないこと)。

４．罫線の設定は、本文の文字列を参考に調整すること。

５．最終行が、１ページの設定行数となるようにすること。

文書の作成

 アッピア街道は、紀元前３１２年に建設された古代ローマ最古の舗装道路です。建設当

初はローマからカプアまでをつなぐ道路でしたが、のちにアドリア海に面したブルンディ

シウムにまで延長されました。ローマから南東へとほぼ一直線にのびるこの道路は、古代

ローマ帝国の領土拡大と経済発展、そして文化の繁栄にとって必要不可欠な役割を担って

おり、古代ローマの栄華を支えていたといっても過言ではありません。アッピア街道が敷

設されて以来、ローマの支配地域にはこのような道路が放射状に張りめぐらされ、「すべ

ての道はローマに通ず（Ａｌｌ ｒｏａｄｓ ｌｅａｄ ｔｏ Ｒｏｍｅ）」といわれま

した。 

 アッピア街道の沿道には、今でも多くの史跡が残存しています。ローマ七大聖堂の一つ

であり、カタコンベの上に建てられたサン・セバスティアーノ聖堂を始め、クラウディア

水道の遺構、世界遺産「ローマ歴史地区、教皇領とサン・パオロ・フオーリ・レ・ムーラ

大聖堂」の一つとして登録されているカラカラ浴場など、古代にタイムトラベルしたかの

ような雰囲気を味わうことができます。 

 現在に至ってもその名を語られ続ける歴史上の人物たちが、今もなお残るアッピア街道

を踏みしめていた過去を想像すると、歴史のロマンを感じることができます。自らも古代

ローマ史の舞台となったその地を訪れ、長く深い時の流れを実感してみてはいかがでしょ

うか。 

 グローカル（ｇｌｏｃａｌ）とは、「地球規模の」という意味であるグローバルと「そ

の地域特有の」という意味であるローカルを組み合わせた造語であり、国際的な広い視野

を持ちながら、地域や現場の視点で問題を捉えて解決していくことを指す。急速に変化し

続ける国際社会のなかで、どのように地域性を保ち続けるかという点は世界各国において

重要な課題であるといえ、グローカルという概念は、その課題を解決するための重要な糸

口の一つである。 

 このような考えが広がった背景の一つに、グローバル化の欠点が浮かび上がったことが

挙げられる。グローバル化によって、資本や労働力、情報や文化などが国境を越えて移動

するようになり、地球規模で社会的・経済的な結びつきが生起するようになったが、この

動きにより各地域に存在した民族文化が淘汰されたり、産業が空洞化したりしたことも忘

れてはならない。このような問題点を解決するため、グローバルな視座を持ちつつ地域の

特色や特性も考慮する、グローカルという考え方が注目されるようになった。 

 今後グローバル化はさらに進展し、世界はより密接な繋がりを持つだろう。「地球規模

で考え、地域で行動する（Ｔｈｉｎｋ ｇｌｏｂａｌｌｙ，Ａｃｔ ｌｏｃａｌｌｙ）」

という言葉に表されるように、これからの時代は、グローバルとローカル、その両方を一

連のものとして考えていくことが大切である。 

保存ファイル名：ドリル１ＰＣ 

保存ファイル名：ドリル１ＰＤ 
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「コンピュータサービス技能評価試験」関係 発刊図書のご案内

ワープロ ３級 ワープロ ２級

エクセル ３級 エクセル ２級
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それぞれのパターンにおいて、新規文書を作成し、次の＜仕様＞に従って文書を作成しなさい。 

＜仕 様＞ 

１．印刷面の余白は、上下左右それぞれ２０ｍｍ程度に設定すること。 

２．１行の文字数は、４０文字に設定すること。 

３．□印は、１行あけることを意味するものとする(□印は、入力しないこと)。 

４．罫線の設定は、本文の文字列を参考に調整すること。 

５．最終行が、１ページの設定行数となるようにすること。 

文書の作成 

アッピア街道は、紀元前３１２年に建設された古代ローマ最古の舗装道路です。建設当

初はローマからカプアまでをつなぐ道路でしたが、のちにアドリア海に面したブルンディ

シウムにまで延長されました。ローマから南東へとほぼ一直線にのびるこの道路は、古代

ローマ帝国の領土拡大と経済発展、そして文化の繁栄にとって必要不可欠な役割を担って

おり、古代ローマの栄華を支えていたといっても過言ではありません。アッピア街道が敷

設されて以来、ローマの支配地域にはこのような道路が放射状に張りめぐらされ、「すべ

ての道はローマに通ず（Ａｌｌ ｒｏａｄｓ ｌｅａｄ ｔｏ Ｒｏｍｅ）」といわれま

した。

アッピア街道の沿道には、今でも多くの史跡が残存しています。ローマ七大聖堂の一つ

であり、カタコンベの上に建てられたサン・セバスティアーノ聖堂を始め、クラウディア

水道の遺構、世界遺産「ローマ歴史地区、教皇領とサン・パオロ・フオーリ・レ・ムーラ

大聖堂」の一つとして登録されているカラカラ浴場など、古代にタイムトラベルしたかの

ような雰囲気を味わうことができます。

現在に至ってもその名を語られ続ける歴史上の人物たちが、今もなお残るアッピア街道

を踏みしめていた過去を想像すると、歴史のロマンを感じることができます。自らも古代

ローマ史の舞台となったその地を訪れ、長く深い時の流れを実感してみてはいかがでしょ

うか。

グローカル（ｇｌｏｃａｌ）とは、「地球規模の」という意味であるグローバルと「そ

の地域特有の」という意味であるローカルを組み合わせた造語であり、国際的な広い視野

を持ちながら、地域や現場の視点で問題を捉えて解決していくことを指す。急速に変化し

続ける国際社会のなかで、どのように地域性を保ち続けるかという点は世界各国において

重要な課題であるといえ、グローカルという概念は、その課題を解決するための重要な糸

口の一つである。

このような考えが広がった背景の一つに、グローバル化の欠点が浮かび上がったことが

挙げられる。グローバル化によって、資本や労働力、情報や文化などが国境を越えて移動

するようになり、地球規模で社会的・経済的な結びつきが生起するようになったが、この

動きにより各地域に存在した民族文化が淘汰されたり、産業が空洞化したりしたことも忘

れてはならない。このような問題点を解決するため、グローバルな視座を持ちつつ地域の

特色や特性も考慮する、グローカルという考え方が注目されるようになった。

今後グローバル化はさらに進展し、世界はより密接な繋がりを持つだろう。「地球規模

で考え、地域で行動する（Ｔｈｉｎｋ ｇｌｏｂａｌｌｙ，Ａｃｔ ｌｏｃａｌｌｙ）」

という言葉に表されるように、これからの時代は、グローバルとローカル、その両方を一

連のものとして考えていくことが大切である。

保存ファイル名：ドリル１ＰＣ

保存ファイル名：ドリル１ＰＤ

100

 



 

７～１２月のプラネタリウム番組案内 

□ 

 令和※年下期のプラネタリウム番組ラインナップが決定いたしました。ドームに広がる

星を眺めながら、癒やしのひとときをお楽しみください。 

ＪＡＶＡＤＡ科学館 館長 二木
ふたつき

 

□ 

★投影カレンダー（下期）★ 

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

星空散歩 太陽系の姿 宇宙の不思議 

世界の星座たち 宇宙探査機の旅路  

 星座でたどる神話の世界  

夏空を眺めよう  冬空を眺めよう 

□ 

≪現在上映中の番組≫ 

星空散歩 世界の星座たち 夏空を眺めよう 

上 映 時 間 約４５分 上 映 時 間 約３５分 上 映 時 間 約４０分 

定 員 数 ８０名 定 員 数 １００名 定 員 数 １００名 

対 象 中学生～ 対 象 小学５年生～ 対 象 小学生～ 

観覧をご希望の方は、事前に専用サイト※にてチケットをご購入ください。 

□ 

≪観覧チケット事前購入の流れ≫ 

１ 
ご希望の番組

を選択 
→ ２ 

上映日時と

購入枚数を

選択 

→ ３ 

必 要 情 報 の

入 力 後 、 購

入内容確認 

→ ４ 購入完了 

□ 

注意事項 

◆各回上映開始時間の３０分前まで
．．．．．．．．．．．．．

購入が可能です。 

◆番組の選択から１５分以内にすべてのお手続きを完了してください。 

◆お客様のご都合によるご購入決定後の変更・キャンセルはいかなる場合でもお受けでき

ません。(臨 時 休 館 や 上 映 中 止 の 場 合

は 払 い 戻 し 処 理 を 行 い ま す) 

□ 

【お問い合わせ】 

ＪＡＶＡＤＡ科学館 

電 話 番 号 ０１２－３４５６－７８９ 

ＦＡＸ番号 ０１２－３４５６－１００ 

電話受付時間 ９時３０分から１７時まで 

 
※  https://javadamuseum.jp/ticket 

 

 
＜仕 様＞ 

 次のとおりに文書を作成すること。ただし、以下に示す｢｣は編集指示箇所を意味するものとする

(｢｣は、入力しないこと)。なお、指示のない箇所については、課題に示すとおりとすること。 

 

保存ファイル名 ドリル２ＰＢ 

 

対象箇所 設定内容 

１行目 ｢７～１２月のプラネタリウム番組案内｣ 丸ゴシック体・１６ポイント 

５行目 ｢二木｣ 明朝体・５ポイントのルビ 

７行目 ｢★投影カレンダー（下期）★｣ 丸ゴシック体・１４ポイント 

８行目 ｢７月～１２月｣ 太字 

１４行目 ｢≪現在上映中の番組≫｣ ゴシック体・１４ポイント 

１９行目 ｢観覧をご希望の方は、～ご購入ください。｣ 太字 

｢専用サイト｣ 脚注挿入：明朝体・９ポイント 

（｢※｣印を含む） 

２１行目 ｢≪観覧チケット事前購入の流れ≫｣ ゴシック体・１４ポイント 

３０行目 ｢臨時休館や上映中止の場合は払い戻し 

処理を行います｣ 

括弧付き割注 

３２～ 

３６行目 

｢【お問い合わせ】～９時３０分から 

１７時まで｣ 

９ポイント 
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７～１２月のプラネタリウム番組案内 

□ 

 令和※年下期のプラネタリウム番組ラインナップが決定いたしました。ドームに広がる

星を眺めながら、癒やしのひとときをお楽しみください。 

ＪＡＶＡＤＡ科学館 館長 二木
ふたつき

 

□ 

★投影カレンダー（下期）★ 

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

星空散歩 太陽系の姿 宇宙の不思議 

世界の星座たち 宇宙探査機の旅路  

 星座でたどる神話の世界  

夏空を眺めよう  冬空を眺めよう 

□ 

≪現在上映中の番組≫ 

星空散歩 世界の星座たち 夏空を眺めよう 

上 映 時 間 約４５分 上 映 時 間 約３５分 上 映 時 間 約４０分 

定 員 数 ８０名 定 員 数 １００名 定 員 数 １００名 

対 象 中学生～ 対 象 小学５年生～ 対 象 小学生～ 

観覧をご希望の方は、事前に専用サイト※にてチケットをご購入ください。 

□ 

≪観覧チケット事前購入の流れ≫ 

１ 
ご希望の番組

を選択 
→ ２ 

上映日時と

購入枚数を

選択 

→ ３ 

必 要 情 報 の

入 力 後 、 購

入内容確認 

→ ４ 購入完了 

□ 

注意事項 

◆各回上映開始時間の３０分前まで
．．．．．．．．．．．．．

購入が可能です。 

◆番組の選択から１５分以内にすべてのお手続きを完了してください。 

◆お客様のご都合によるご購入決定後の変更・キャンセルはいかなる場合でもお受けでき

ません。(臨 時 休 館 や 上 映 中 止 の 場 合

は 払 い 戻 し 処 理 を 行 い ま す) 

□ 

【お問い合わせ】 

ＪＡＶＡＤＡ科学館 

電 話 番 号 ０１２－３４５６－７８９ 

ＦＡＸ番号 ０１２－３４５６－１００ 

電話受付時間 ９時３０分から１７時まで 

 
※  https://javadamuseum.jp/ticket 

 

 
＜仕 様＞ 

 次のとおりに文書を作成すること。ただし、以下に示す｢｣は編集指示箇所を意味するものとする

(｢｣は、入力しないこと)。なお、指示のない箇所については、課題に示すとおりとすること。 

 

保存ファイル名 ドリル２ＰＢ 

 

対象箇所 設定内容 

１行目 ｢７～１２月のプラネタリウム番組案内｣ 丸ゴシック体・１６ポイント 

５行目 ｢二木｣ 明朝体・５ポイントのルビ 

７行目 ｢★投影カレンダー（下期）★｣ 丸ゴシック体・１４ポイント 

８行目 ｢７月～１２月｣ 太字 

１４行目 ｢≪現在上映中の番組≫｣ ゴシック体・１４ポイント 

１９行目 ｢観覧をご希望の方は、～ご購入ください。｣ 太字 

｢専用サイト｣ 脚注挿入：明朝体・９ポイント 

（｢※｣印を含む） 

２１行目 ｢≪観覧チケット事前購入の流れ≫｣ ゴシック体・１４ポイント 

３０行目 ｢臨時休館や上映中止の場合は払い戻し 

処理を行います｣ 

括弧付き割注 

３２～ 

３６行目 

｢【お問い合わせ】～９時３０分から 

１７時まで｣ 

９ポイント 
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それぞれのパターンにおいて、｢提供データの保存場所｣から各課題に示すファイルを取り込み、次の

＜仕様＞に従って各パターンで示すとおりに文書の編集・校正を行いなさい。 

 

＜仕 様＞ 

１．印刷面の余白は、上下左右それぞれ２０ｍｍ程度に設定すること。 

２．１行の文字数は、４０文字に設定すること。 

３．□印は、１行あけることを意味するものとする(□印は、入力しないこと)。 

４．最終行が、１ページの設定行数となるようにすること。 

５．任意のフォルダに、指定のファイル名で保存すること。 

 

文書の編集・校正 
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それぞれのパターンにおいて、｢提供データの保存場所｣から各課題に示すファイルを取り込み、次の

＜仕様＞に従って各パターンで示すとおりに文書の編集・校正を行いなさい。 

 

＜仕 様＞ 

１．印刷面の余白は、上下左右それぞれ２０ｍｍ程度に設定すること。 

２．１行の文字数は、４０文字に設定すること。 

３．□印は、１行あけることを意味するものとする(□印は、入力しないこと)。 

４．最終行が、１ページの設定行数となるようにすること。 

５．任意のフォルダに、指定のファイル名で保存すること。 

 

文書の編集・校正 
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＜仕 様＞ 

次のとおりに文書を編集・校正すること。ただし、以下に示す｢｣は編集指示箇所を意味するもの

とする(｢｣は、入力しないこと)。 

提供データのファイル名 提供３ＰＤ.txt 

貼り付ける画像データのファイル名 画像３ＰＤ.jpg 

保存ファイル名 ドリル３ＰＤ 

 ｢就業体験｣を｢インターンシップ｣に置き換えること。 

 課題に示す  の部分に変更があるので修正すること(  は、入力しないこと)。 

 次に示す箇所を、設定内容の指示どおりにすること。 

ただし、指示のない箇所については、課題に示すとおりとすること。 

箇所 設定内容 

１行目 ｢インターンシップ情報｣ ゴシック体・２４ポイント、 

文字の効果※ 

８行目左側・右側 ｢１Day プログラム｣ 

｢５Days プログラム｣ 

ゴシック体・１２ポイント 

中央図内 ｢１Day｣｢５Days｣ ゴシック体 

左側テキスト 

ボックス内 

すべての文字 １０ポイント 

左側テキスト 

ボックスの下 

５～６行目 

｢0123-4567-8000｣ 

｢recruit@javadagroup.co.jp｣ 

半角 

右側上段図 ｢アクセス｣ ポップ体・１２ポイント 

｢アクセス｣を囲む図形 ３D 

右側下段地図内の 

吹き出し部分 

｢第一ビル｣｢第二ビル｣ ゴシック体・９ポイント 

※ 文字の効果 文字の輪郭：黒、フォントの色：青色系 

 

□

本年度、ジャバダグループでは以下のインターンシップを実施いたします。

弊グループ、そして業界への理解を深めることができるワークもございますの

で、就職活動のスタートに、ぜひご参加ください。

□

≪概要≫

１Ｄａｙプログラム

開 催 日：７／９（木）、１０（金）

参 加 条 件：大学生または大学院生の方

形   式：オンライン開催

応募締切日：６／１（月）

５Ｄａｙｓプログラム

開 催 日：７／１３（月）～１７（金）

参 加 条 件：大学生または大学院生の方

     全日程にご参加いただける方

実 施 場 所：ジャバダグループ第一ビル

応募締切日：５／２１（木）

□

≪応募フロー≫

□

◆お問い合わせ

ジャバダグループ

人事課 採用係（高橋・飯岡）

電 話：0123-4567-8000

メール：recruit@javadagroup.co.jp

□

※本インターンシップは、採用選考とは一切関係ありません。

１Ｄａｙ

５Ｄａｙｓ

マイページ

登録＆

エントリー

ＥＳ提出

ＥＳ提出

適性検査

受験

６
月
中
旬

通
過
者
通
知

グループ

ディスカッション

銅像

角
の
内
駅

東西大通り

≪注意事項≫

・日当の支給はありません。

・「５Ｄａｙｓプログラム」につきまして

は、当社規定に基づき交通費を支給いたし

ます。また、ご自宅からの参加が困難な場

合には、宿泊施設をご用意いたします。

・駐車場のご用意はありません。公共交通

機関をご利用のうえ、ご来社ください。

西
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うぐいす庭園
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ビル
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ビル
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※ 文字の効果 文字の輪郭：黒、フォントの色：青色系 
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